













『エルサレム解放』第 19 歌の狼の比喩に関する 
一考察 
 





The Analogy of the Wolf in the 19th Canto of  
Torquato Tasso’s Jerusalem Delivered 
 
 
In the 19th canto of Jerusalem delivered, Torquato Tasso compared Rinaldo, one of the heroes 
of the Crusades, to a wolf.  
 
Even as the preying wolf in the darkened air circles the barred sheepfold, plotting his 
treacheries, his greedy maw grown gaunt and in his hungering spurred on by his natural wrath and 
hatred; so he searches all around whether any approach (be it easy or rugged) is seen to open up. 
(Jerusalem delivered: XIX, 35) 
 
The knight who fights for the faith is compared to the greedy beast, a morally negative image.  
In this article, I try to examine what prompted the poet to use the simile of the beast in the context 
of his religious work. First, I try to draw a comparison between Tasso’s simile and Virgil’s Aeneis 
(the original expression used in the epic), explain some differences between the two phrases, and 
point out Tasso’s preventive measures to introduce the simile. Second, I examine Rinaldo’s role as 
a powerful fighter in the combat against pagans, researching comparisons of the knight to other 
beasts, a literary form Tasso did not employ for other Christian heroes. Third, based on the 
dreadful descriptions of the battlefield and the militant images of angels, I investigate the 
aggressiveness of the Crusades that the simile of the wolf suggests. 
This research will show that Tasso had a valid reason to use this comparison. 
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 Qual lupo predatore a l’aer bruno 
le chiuse mandre insidiando aggira, 
secco l’avide fauci, e nel digiuno 
da nativo odio stimulato e d’ira, 
tale egli intorno spia s’adito alcuno 
(piano od erto che siasi) aprir si mira; 


















えて立ち去った，黒い飢えにいまだ満足を覚えずに。［GL: X, 2, vv. 1-8］ 
 
彼らのふりをして，見知らぬ人ごみに静かに紛れ込む，誰も彼女（＝クロリンダ）に
                                                                
1 本稿の作成に当たって，査読を担当頂いた先生から懇切なご指摘を頂いた。この場を借りて謝意
を表したい。  




段落分けを行うこととする。『エルサレム征服』（GC と略記）についても同様である。  

































































付した草稿をシピオーネ・ゴンザーガが転写した Fr 写本には，上述の通り，19 歌の狼の
比喩がすでに今の形で記載されており，ローマの校閲者とやり取りを交わした後に筆写さ






の『アエネーイス』の次の 2 箇所が典拠として指摘されている5。 
                                                                
3  『エルサレム解放』の写本・印刷本の諸問題については，拙論［村瀬 2008］を参照されたい。  
4  タッソの写本は初期・中期・後期の 3 つの段階に区分できる。フェラーラのアリオスト図書館所
蔵の Fr 写本は，他の者が筆写した本文に，タッソその人が書き込みを加えているという点で重
要である。このテキストは創作過程の中期に位置づけられる。また，ナポリ国立図書館所蔵の写
本 N とモデナの旧エステ家図書館所蔵の写本 Es3 は，タッソの書き込みが余白に転写されてい
るという点で重要である。互いによく似たこの 2 つの写本は，『エルサレム解放』の創作過程の
最終段階に位置づけられる［村瀬 2008：175-180］。  
5  『アエネーイス』からの引用は，ウェルギリウス『アエネーイス』，岡道男・高橋宏幸訳，京都
大学学術出版会，2001 年を使用させて頂いた。該当箇所のラテン語原文はそれぞれ次の通り。«Sic 



































                                                                                                                                                                            
animis iuvenum furor additus. Inde, lupi ceu / raptores atra in nebula, quos improba ventris / exegit 
caecos rabies catulique relicti / faucibus exspectant siccis, per tela, per hostis / vadimus haud dubiam in 
mortem mediaeque tenemus / urbis iter;» [Aeneis: II, 355-360]; «Huc turbidus atque huc / lustrat equo 
muros aditumque per avia quaerit. / Ac veluti pleno lupus insidiatus ovili / cum fremit ad caulas ventos 
perpessus et imbris / nocte super media: tuti sub matribus agni / balatum exercent, ille asper et improbus 
ira / saevit in absentis, collecta fatigat edendi / ex longo rabies et siccae sanguine fauces: / haud aliter 
Rutulo muros et castra tuenti / ignescunt irae;»［Aeneis: IX, 57-66］  





もとで守られた仔羊たち」（tuti sub matribus agni）という語句があるが，この母子の羊のイ
メージは『エルサレム解放』の問題の喩えには見当たらない。 
ラテン語の「仔羊」（agnus）を受け継いだイタリア語の agno 並びに agnello という用語
は『エルサレム解放』に１つずつ存在する。このうち agno の方は宗教的な意味とは直接関
係しない用例であるが［GL: X, 51, v. 5］，agnello（agnel）についてはキリスト教の文脈に
置かれていることが明白である。 
 
ei te smarrito agnel fra le sue gregge 
or riconduce e nel suo ovil accoglie 
神は迷える仔羊のそなた（＝リナルド）を 
いまや群れに連れ戻し牧舎へと迎える。［GL: XVIII, 7, vv. 3-4］ 
 
また後年の『エルサレム征服』を調べてみると，計 10 箇所で使われている agnello（agnel）
は，すべて宗教的な含みを帯びた用法となっている 6。例えば，「隠者ピエートロは，善良
な羊飼いが弱った仔羊を心配するように（’l solitario Pietro, a cui ne cale/ come d’agnel che 
langue, al buon pastore/），彼のことを気にかけた」［GC: XV, 98］。このように宗教的な含み
を帯びた羊という単語 agnello が問題の比喩においては使用されていないのである7。 




でもこの名詞が使われていた。また『エルサレム征服』では「聖なる羊舎」（santo ovile, sacro 
ovile）という表現が 2 箇所に確認できる［II, 55, v. 8; XXIII, 111, v. 8］。19 歌の問題の比喩
において，タッソはこの ovile という名詞を使わずに，mandre という言葉を用いている。
この名詞 mandra（この複数形が mandre）は，「家畜の群れ」並びに「家畜小屋」を意味す
る単語であり8，羊に限定された用語ではない。また『エルサレム解放』と『エルサレム征
                                                                
6  該当箇所は，GC: II, 7, v. 3; XV, 98, v. 6; XX, 32, v. 3; XX, 33, v. 3, v.5; XX, 35, v. 8; XX, 62, v. 2; XX, 
68, v. 5; XXI, 86, v. 3; XXIV, 123, v. 7. なお，agno については，『エルサレム征服』での使用は 1
か所のみ。これは『エルサレム解放』で使われた表現［GL : X, 51, v. 5］がそのまま引き継がれ
たものである［GC: XI, 69, v. 5］。  
7  面白いことに，狼の比喩が使われた第 19 歌には，異教の武将ソリマーノが配下の兵士を避難さ
せる姿を，牧人が家畜の群れを誘導する姿に譬えた比喩があるのだが［GL: XIX, 47-48］，ここで




8 トマージは，問題の比喩で使用されている mandre という名詞を，「牧舎」ではなく「家畜の群れ」
という意味に解している。そして該当箇所を「獲物を狙う狼が，囲いの中にこもった家畜の群れ
の周囲を歩き回るように」(come un lupo predatore si aggira attorno alle mandrie del bestiame chiuse 
nel loro recinto…)とパラフレーズしている。確かに，タッソがこの名詞を複数形 mandre で使う場









 Come dal chiuso ovil cacciato viene 
lupo talor che fugge e si nasconde, 
che, se ben del gran ventre omai ripiene 
ha l’ingorde voragini profonde, 
avido pur di sangue anco fuor tiene 
la lingua e ’l sugge da le labra immonde, 
tale ei se ’n gia dopo il sanguigno strazio, 

























mandre の使い方は『エルサレム解放』20 歌 44 連 5-8 行にもタッソの作品において確認できる）。
なお，この単語が「群れ」であれ「牧舎」であれ本論の議論に大きな影響はない。この単語が宗
教的文脈で使われることが少ないという事実は動かないからである。  






Qual lupo predatore a l’aer bruno 
le chiuse mandre insidiando aggira, 
che d’atro sangue ancor lungo digiuno 
vorria far sazio, e l’odio il move e l’ira: 
tal egli intorno spia se passo alcuno, 






どこかに開いてないか探りを入れる。［GC: XXIII, 73, vv. 1-6. 下線訳者］ 
 
下線部が変更された箇所である。あまり重要ではない 5 行目を除いた残りの 2 行を見て
みると，まず 3 行目が secco l’avide fauci, e nel digiuno「貪欲な口を干上がらせ，腹をすか
して」から che d’atro sangue ancor lungo digiuno「黒い血を飲めずにずっと抱えてきた飢え
を」に変わっている。元の詩行の secco, l’avide fauci, e nel という言葉が削除される代わり
に che, d’atro sangue, anocr, lungo が新たに加わっているのだが，新たに加わった語句のうち，
che は関係詞，ancor は「まだ」「なおも」という重要性の低い副詞に過ぎない。また lungo
は「長い」という形容詞だが，ここでは digiuno「飢え」を強調する，どちらかと言えば抽
象的な表現として使われており，もとの詩行の avido「貪欲な」のようなインパクトはない。  
両詩行のアクセントの位置を下線で記すと9， 
 
secco l’avide fauci, e nel digiuno → che d’atro sangue ancor lungo digiuno 
 




                                                                
9  イタリアの伝統的な詩形である 11 音節詩行の場合，アクセントの置かれるパターンは，①6 番
目と 11 番目の音節，②4 番目と 8 番目と 11 番目の音節，③4 番目と 7 番目と 11 番目の音節，の
3 タイプが主流である。これ以外にも強勢が置かれるパターンはあるが，本論では，アクセント
の対象となりうる語句の位置から，２つの詩行にそれぞれ①及び②の型でアクセントがおかれて
いると判断した。なお 11 音節詩行のアクセントのパターンについては，［Bausi / Martelli 1993：
34-37］参照。  




また 4 行目のもとの表現 da nativo odio stimulato e d’ira「生来の憎しみと怒りに駆り立て
られて」と新たな詩行 vorria far sazio, e l’odio il move e l’ira「（長い飢えを）満たすべく，
憎しみと怒りが彼を動かす」を比べてみると，削除された語句のうち重要性の低い前置詞
の da と d’，追加された語句のうち重要性の低い定冠詞の l’と目的語代名詞の il を除外す





他方，nativo という形容詞が削除され，vorria far sazio が新たに加わっている点には注意
する必要がある。vorria far sazio の 3 つの単語は，それぞれ「欲する」「する」「満腹の」と
いう意味であり，各単語そのものに目を引くような際立った意味があるわけではない。特
に，「補助動詞＋不定詞」という組み合わせの最初の 2 単語 vorria far は，sazio があっては
じめて意味を成す，それ自体では内容のはっきりしない表現である。また sazio にしても，
「（飢えを）満たす」という意味はあるが，これは前行の d’atro sangue ancor lungo digiuno
「黒い血を飲めずにずっと抱えてきた飢え」を目的語としているために，sazio 単独では特





















































                                                                
10  リナルドとゴッフレードの相互補完的な役割については，シルヴィオ・アントニアーノ宛の書簡
（1576 年 3 月 30 日付）にも言及がある［LP：360］。  
11  テキストは Torquato Tasso, Allegoria della Gerusalemme liberata, in Le prose diverse, a cura di 
C.Guasti, I, Le Monnier, Firenze, 1875. 本稿では上記テキストを収録した CD-Rom 版タッソ全集
Tutte le opere, LEXIS Progetti Editoriari, Roma, 1997 を使用した。以下，引用に際しては，作品タ
































                                                                








15  蛇の比喩が異教の王アラディーノに使われるのは I, 85, vv. 5-8，十字軍の老将ライモンドと改心
したリナルドに対して使用されるのは，それぞれ VII, 71, vv. 3-6 及び XVIII, 16, vv. 1-8 である。 
16  参考までに確認しておくと，武将を描き出した獅子の比喩は，『エルサレム解放』の 7 箇所に確
認できる。うち 4 つが異教徒もしくは異教的な存在を，残り 3 つがキリスト教徒を形容したもの
である（この 3 例はすべて，作品の該当箇所にのみ登場する重要性の低い人物に対する比喩）。
これらの比喩はそれぞれニュアンスが異なるが，異教徒に対して使われた 4 例は，中世以来のア
レゴリーの伝統にしたがって「傲岸」あるいは「獰猛」を含意している（前者は X, 56, vv. 1-4; XX-43, 
vv. 5-8。後者は I, 85, vv. 5-8; XX, 114, vv. 3-6）。キリスト教徒に対して使われた 3 例のうち 2 つ
は（VIII, 83, vv. 1-8; XIII, 28, vv. 5-8），居丈高な獅子がおとなしくなるという，強さよりも弱さ
を示すパターンとなっている。残る 1 例は「雌獅子」（ leonessa）という言葉が使用されている（IX, 
29, vv. 1-8）。これは，十字軍の兵士ラティーノが戦場で息子とともに戦う姿を，仔に狩りを教え
込む雌獅子に譬えた比喩である。  





に見えることだろう。［GC: VI, 74, vv. 5-8］ 
 
険しい山や森に住む熊もドラゴンも獅子も，獰猛さや毒を供えているとはいえ，リッ


























    
4. 宗教的背景  
問題の比喩が使われた第 19 歌は，『エルサレム解放』全 20 歌の終盤に位置している。第
                                                                
17  『エルサレム解放』の鷲の比喩については，魔女アルミーダが十字軍の兵士に囲まれて怯える姿
を，鷲に襲われる白鳥に譬えた表現がある［GL: XX, 68, vv. 5-8］。ただし，この比喩はおびえる
女性を白鳥に譬えて記述するのが主な目的であり，襲いかかる鷲はあくまで副次的な存在にすぎ
ず，対応する行為者も明示されていない。  
大阪大学世界言語研究センター論集 第７号（2012 年） 
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れる。［GL: XIX, 29(v. 5)-32(v. 8)］ 



















19  トロイアの街がギリシャ軍に蹂躙される場面である（『アエネーイス』，第 2 歌，250-558 行）。  




































「軍勢」が控えている。この「軍勢」という表現は，第 96 連の 8 行詩節のなかで言葉をか
えながら 4 回も繰り返されている（oste, milizia, squadre, squadra）。戦いのイメージに直結
するこれらの名詞が短いスパンのなかで反復されることによって，天使の集団の戦闘性が
強調されていると言えるだろう。また，これらの天使たちが用いる武器についても記述が

















































うとは？」［GC: XXIV, 123, vv. 5-8］    



















                                                                



















































Allegoria Allegoria della Gerusalemme liberata, in Le prose diverse, a cura di C. Guasti, vol. I, 
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